
実施状況 評価 総合評価 学校関係者の意見 次年度への課題

1
「授業力向上に、授業公開・参観授業を役立てることができ
た」教職員の肯定的評価90%以上

教員の肯定的評価は86.0%(+1.1)であり、概ね目標を達成でき
た。

2

「指導方法や内容の精選、観点別学習状況評価の内容や教材
の共有などについて、教科内での連携を密に行っている」教
職員の肯定的評価90%以上

教員の肯定的評価は90.9%(-1.6)であり、目標を達成できた。

1
授業研究週間を年２回（各２週間）設けるとともに、協働的
問題解決型の授業公開を全教職員が行う。

実施、達成できた。

2
各教科で教科会や授業担当者打ち合わせを適宜開催し、学習
指導方法や評価の工夫や改善について検討する。

教科会を定期的に行うことはできなかったが、ちょいカフェ
研修等を通して指導法及び評価方法の工夫や改善を行った。

1

「週末課題や確認テストに意欲的に取り組んだ」生徒の肯定
的評価80％以上
「定期考査に向けて計画的に学習に取り組んだ」生徒の肯定
的評価75％以上

週末課題に関する肯定的評価80.5％、定期考査に関する肯定
的評価71.7％であり、概ね目標を達成できた。

2

「実力テスト・校外模試に向けて自分の目標が設定できてい
る」生徒の肯定的評価75%以上

「実力テスト・校外模試に向けて自分の目標が設定できてい
る」生徒の肯定的評価72.8%。進学室前の掲示板に試験予定を
提示するとともに、具体的な目標を立てるよう指導を実施し
てきた。

1

シラバスや手帳、面談、集会などを効果的に活用し、計画的
な学習スタイルを確立させる。

手帳を活用した学習スケジュール管理や各教科・学年での学
習方法ガイダンスなどを通して、生徒への啓発を行ってき
た。また、長期休業以外にも各学年ごとに個別面談を実施
し、意識の高揚を図った。

2

進学室前の掲示板に試験予定を提示するとともに、具体的な
目標を立てるよう指導する。

進学室前の掲示板は、毎日チェックし、試験情報を掲示し
た。試験予定だけでなく、オープンキャンパスや大学で実施
しているコンテストや研究内容も掲示した。

1

全生徒の年間平均家庭学習時間2.8時間以上
１年生2.7時間以上、２年生2.8時間以上、３年生3.5時間以上

脇高手帳や集中学習時間の活用も行ったが、第１回から第５
回までの学習時間調査の結果は１年生が2.00、２年生が
2.25、３年生が3.46であった。全生徒の平均は2.57である。
昨年の2.74、２年前の2.65、３年前の2.81に比べて減少して
いる。特に１年生の減少が目立っている。

2

家庭学習時間調査において、学習時間が1時間未満の生徒の割
合を、４%以下にする。

３年生は受験に対する意識を持って伸びているが、１年の低
下が著しい。家庭学習時間調査において、学習時間が１時間
未満の生徒の割合は5.5%であった。

1

家庭学習時間調査を通して、家庭における学習状況を把握
し、指導に活用することで学習習慣を確立させる。

３年生の２%に対して１年生は8.8%、２年生は4.8%であった。
２年生は第１回から第５回の調査において下がっていった
が、１年生は７%から10%に上がっている。

2

ＨＲ・学年集会等を利用して学習の意義や具体的な学習方法
について指導し、授業内容の振り返りの重要性を理解させ
る。

ＨＲ・学年集会等を利用して学習の意義や具体的な学習方法
について指導し、授業内容の振り返りの重要性を理解させる
といったことは行ってきた。

1

「生徒の興味関心を高める教材の研究や授業の工夫・改善を
積極的に行った」教職員の肯定的評価90%以上
「興味・関心を持って授業に意欲的に取り組んだ」生徒の肯
定的評価80%以上

教員の肯定的評価は93.2%(-4.4)であり、目標値を達成でき
た。また、生徒の肯定的評価は84.6%(-4.7)であり、目標値を
達成できた。

2
「SSH事業の各種活動に参加してよかった」
生徒の肯定的評価80%以上

生徒の評価は81.9%であり、目標値を達成できた。

1

文献や書物に接する機会を増やし、話題に富んだ授業を行う
など、生徒の興味・関心を高める工夫がなされた、わかりや
すい授業を行う。

生成AIやコンピテンシーに関するちょいカフェ研修を実施す
ることで、その活用例を掲示し、それぞれの教員が工夫を重
ねた授業実践を行った。

2
魅力あるSSH事業を展開し、未知の事柄への興味（知的好奇
心）を向上させる。

生徒へのアンケート調査では、77.3%の生徒が肯定的な評価を
しており、概ね目標を達成できた。

1

PTA総会の保護者参加者数の割合35%以上
学年進路保護者会の参加者数の割合、各学年75%以上

総会の参加者数の割合は30.5％で目標を下回った。学年進路
保護者会については3学年は84.3％で目標を大きく上回った
が、１、２学年では60％台にとどまった。

2
「ホームページは、学校の活動状況などを理解するのに役
立っている」保護者の肯定的評価70%以上

「ホームページは、学校の活動状況などを理解するのに役
立っている」保護者の肯定的評価77.8%（昨年度78.2%）で目
標を上回った。

1

PTA総会や脇高祭バザー等のPTA活動への積極的な参加を促
す。また、ホームページ等を利用した広報活動を充実させ
る。

脇高祭バザーの参加者数は今年度も30名を超える参加があっ
た。ホームページでの広報活動についてはほとんどできな
かった。

2

ホームページの更新を年間200回以上実施する。 記事更新はトップページの新着情報に載る記事だけで209回
（1/22時点）あった。行事予定など新着情報に載らないペー
ジも含めて目標の更新回数は達成できた。
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重点目標 課題 評価指標と活動計画

1

学校と家庭が
連携を深め、
主体的に学習
する態度と確
か な 学 力 を
もった生徒を
育成する。

(1)
指導方法の
工夫・改善

評
価
指
標

Ｂ

活
動
計
画

(3)
家庭学習の
充実

評
価
指
標

Ｃ

○平均家庭学習時間の著しい低下をくい
とめないといけない。特に１時間に満た
ない生徒に対する早急な対応が必要であ
る。HRや学年集会などでも随時呼び掛け
ているが、安易に合格できる進路先で満
足することのないような意識づけも必要
である。学習習慣の確立のために１年次
における初期指導を充実させる必要があ
る。

活
動
計
画

Ｂ

家庭学習時間の増
加も大切である
が、学習の質を重
視したい。そもそ
も時間が確保でき
ない、やり方が分
からないなど原因
に応じた対応をし
ていく必要があ
る。

学校ホームページ
について小中学生
やその保護者向け
にアピールし、
通ってみたいと
思ってもらえる手
立てをお願いした
い。

○生成AIやICT機器を用いた個別最適な学
びを引き続き実践していく。また、クラ
ウドシステムの効果的な使用法について
も工夫や改善を図る。
○各教科今年度の成果をもとに、評価の
方法・基準についてコンピテンシー評価
を踏まえ、さらに検討を続けていく。
○新たに学校で設定したコンピテンシー
「INTEGRATOR」の育成のため、授業研究
週間や公開授業の在り方を検討し、より
効果を高めたい。

活
動
計
画

(2)

計画性や目
的意識を
持った学習
習慣や態度
の育成

評
価
指
標

Ｂ

○手帳を活用した学習スケジュール管理
や各教科・学年での学習方法ガイダンス
などを通して、生徒への啓発を行ってい
るが、クラスによる温度差がある。ま
た、長期休業以外にも各学年ごとに個別
面談を実施しているものの二極化が本校
でも鮮明になり、やる生徒とやらない生
徒の差が大きい。

○目標設定ができている生徒の割合は１
年生が64.9％で３年生は80%を超えてい
る。初期指導を充実させていきたい。

(5)
家庭との連
携

評
価
指
標

Ｂ

〇PTA総会への参加の呼びかけについて
は、引き続き継続して行う必要がある。
進路保護者会の参加はおおむね良好であ
り、継続した取組が必要である。

○ホームページについては行事予定や創
立130周年記念ページの作成も含めて充実
させることができた。一方で、行事予定
の更新が不十分との意見もあったため、
適切な時期に更新したり、学期毎の予定
表を掲載したりするなどの改善を行って
いきたい。

活
動
計
画

(4)
興味・関心
を高める教
育

評
価
指
標

Ａ

○科学技術人材を育成するため、生成AI
やICTを活用した個別最適かつ多様な学び
を実践していく必要がある。コンピテン
シー評価の観点に適応したカリキュラム
を実践・開発する
○未知のものに対する恐怖を感じる生徒
に対して、体験を通した知識の獲得、及
び、思考・表現の経験によって知的好奇
心の育成、向上に寄与するシステムを開
発したい。

活
動
計
画

（所見）
評価指標につい
て、10項目中達成
できたものが４項
目、達成できな
かったものが６項
目であった。

授業研究週間や
ICTの活用、研修
を行うなど教職員
の授業改善に取り
組む意欲は非常に
高い。

日々の学習の先に
ある実力テストや
校外模試に向けて
の生徒の主体的で
計画的な取組は不
十分である。

家庭学習時間は、
全体目標を達成で
きていない。昨年
度比較では、３年
生は0.65時間増加
しているが、１年
生は0.74時間、２
年生は0.4時間減
少している。

教職員の授業改善
等に加え、SSH等
での多様な学びの
場の提供により、
生徒の授業におけ
る肯定的評価は非
常に高い。

総会の参加者数の
割合は目標を下
回った。学年進路
保護者会について
も１、２学年で目
標を下回った。
ホームページの更
新回数は目標を達
成した。情報公開
のタイミングや頻
度を改善すること
で肯定的評価も高
くなった。

【備考】「評価」及び「総合評価」の評定の基準　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：達成できなかった



1

「小論文・講演会・SSHの諸活動などを脇高手帳に記録し、進
路意識を高めるよう努力した」生徒の肯定的評価70%以上
「授業やホームルーム活動を通して、生徒の進路意識の向上
に努めた」教員の肯定的評価90%以上

「小論文・講演会・SSHの諸活動などを脇高手帳に記録し、進
路意識を高めるよう努力した」生徒の肯定的評価57.9％
「授業やホームルーム活動を通して、生徒の進路意識の向上
に努めた」教員の肯定的評価97.7％

2
「SSH活動は大学進学後の志望分野探しに役立った」生徒の肯
定的評価70%以上

生徒に対するアンケート調査では64.4%と、やや目標を下回っ
た。

1

小論文・探究活動・講演会・SW-ingプランの活動に積極的か
つ意欲的に取り組ませるとともに、進路を考える機会となる
よう指導する。授業やホームルーム活動の中で、生徒の進路
意識を向上させるよう働きかける。

脇高ポイントを活用するよう促すと共に、活動実績が総合型
や推薦入試等で活かせるように、脇高手帳に書き留めさせた
り、資格取得が有効であることを説明し、資格取得を促した
りした。志望理由や面接が必要な入試が増えてきたこともあ
り、志望理由書を書かせる講演を実施した。

2
SSH活動への参加を将来の志望分野探しに役立たせる。 年２回のSW-ingアカデミー（講演会）と年５回のサイエン

ス・カフェ、３企画のワークショップを実施した。

1

「先生は面談等を通じて、進路についてよく指導してくれ
る」生徒の肯定的評価85%以上
「教員は個人面談などを通して、個々の生徒に応じた丁寧な
進路指導をしている」保護者の肯定的評価85%以上

「先生は面談等を通じて、進路についてよく指導してくれ
る」生徒の肯定的評価91.9％
「教員は個人面談などを通して、個々の生徒に応じた丁寧な
進路指導をしている」保護者の肯定的評価89.8％

2
「『道標』をはじめとする各種の進路情報は充実している」
生徒・保護者の肯定的評価80%以上

「『道標』をはじめとする各種の進路情報は充実している」
生徒78.9％・保護者の肯定的評価88.0％

1
定期的な個別面談や三者面談を実施するなど、きめ細やかな
進路指導を行う。

面談は随時行われた。担任だけではなく、学年も超えて相談
している姿がある。

2

高大接続改革の情報を含め、必要な進路情報を生徒・保護者
に分かりやすく提供するとともに、『道標』や進路保護者会
の内容を充実させる。

高大接続、大学、就職など進路情報を随時提供するととも
に、できるだけ外部と接触するよう呼び掛けた。

1

生徒・保護者から希望の高い国公立大学への合格者数が、在
籍生徒数の50%以上

生徒・保護者から希望の高い国公立大学への合格者数が102名
となり、在籍生徒数の64.1%以上で目標を達成した。（3月24
日現在）

2

「部活動顧問は、生徒の学習状況を考慮してバランスのとれ
た活動時間を設定している」生徒・保護者の肯定的評価80%以
上

定期考査前に休みを設定するなど見通しを持った活動計画を
立て、生徒・保護者ともに肯定的評価が80％を上回った。

1

日常の取組を学習成績に反映させ、丁寧な進路指導を行うこ
とで個々の進路実現に結びつける。

今後さらに生徒、保護者に向けて両立の重要性や価値を学校
全体で発信していくことが必要である。また、両立方法につ
いても具体的な方策を生徒や保護者に提示していかなければ
ならない。

2

学習と課外活動とのバランスを取りながら、生徒の自己実現
に向けた指導を行う。

顧問はよく配慮しているが、今後さらに生徒・保護者に向け
て、重要性や価値を学校全体で発信していく必要がある。

1
「学校祭や球技大会などの学校行事には、積極的・主体的に
取り組めている」生徒の肯定的評価85%以上

肯定的評価は93.4%で目標値を上回った。

2
「服装・言葉遣い・時間厳守を心がけた生活をしている」
生徒の肯定的評価90%以上

肯定的評価は92.3%で目標値を上回った。

1
学校祭や球技大会などの学校行事を生徒主体で積極的に運営
し、協働意識を高め、社会性を育てる。

生徒会執行部を中心に、また各行事で実行委員を募り生徒全
体で積極的に運営に取り組んだ。

2
身だしなみについて各クラス・各学年・学校全体で継続的な
指導を行う。また、朝のあいさつ運動を毎月実施する。

継続的な指導を行った。朝のあいさつ運動も生徒会と協力
し、毎月行うことができた。

1

「ISO清掃活動など、各種ボランティア活動に積極的に参加し
ている」生徒の肯定的評価65%以上

肯定的評価は63.8%で目標値に少し届かなかった。

2

「社会の課題解決に関する探究活動に積極的に取り組み、社
会への関心が高まった」生徒の肯定的評価75%以上

生徒のアンケート調査では、全生徒の74.7%が肯定的な回答で
あり、概ね目標を達成できたが、わずかに下回っている。

1

ボランティア活動への積極的な参加を呼びかけ、社会貢献へ
の意識を高める。

各クラスでの掲示や生徒会からの呼びかけ等で啓発に努め
た。JRC部も昨年度に引き続き、積極的に全校生徒が参加でき
る取組を考え実施した。

2

探究活動や成果の報告会などを通して生徒間の経験や知見を
共有させ、社会への関心を高める。

探究活動における１・２年生の成果発表の機会が、2月20日と
なっているため、それを通して社会への関心が高まる予定で
ある。

2

高 い 志 を 持
ち、目標の実
現に向けて努
力し、将来、
社 会 の リ ー
ダーとして活
躍しうる生徒
を育成する。

(1)

望ましい職
業観・早期
の進路意識
の育成

評
価
指
標

Ｂ

(5)

将来、社会
に貢献しよ
うとする人
材の育成

評
価
指
標

Ｃ

評
価
指
標

Ａ

Ｂ

高等教育を受けて
ぜひ地元に戻って
ほしい。地元企業
と連携しながら持
続可能な体制を築
いてほしい。

地域連携の一つと
して、ＳＳＨの内
容などを小学生や
中学生に出前授業
という形で教える
機会や、近隣地域
への成果還元普及
として身近にサイ
エンスを感じる機
会を設定してほし
い。

SSH研究成果発表
会は回を重ねる毎
に良くなってい
る。成果や提案
は、学校関係者と
して生かしたい。
県西部の少子高齢
化や学区制撤廃、
公立学校の在り方
など今後検討する
必要性がある。

ＳＳＨの目標の一
つに、高い科学技
術を持った人材の
育成があるが、検
証可能な到達目標
の設定をワンラン
ク上げ、企画力の
推進を図っていた
だきたい。

社会貢献人材の育
成について、生徒
は地域ボランティ
アによく参加でき
ている。運営に携
わる、開発した商
品を販売するな
ど、より深い関わ
りができればさら
に良くなる。アン
トレプレナーシッ
プ教育を推進した
い。

○多様な進路希望を持つ生徒に対して、
対応できるような講師の選定に努めると
ともに、周知方法や振り返りの方法を工
夫し、各事業の効果を高める工夫をする
必要がある。

活
動
計
画

(2)

個々の希望
や適性に応
じた多様な
進路指導

評
価
指
標

Ａ

○積極的に活動する生徒と何も情報を得
ようとしない生徒との乖離がある。面談
をしても自分の考えに固執して現実が見
られない、客観化できない生徒も増えて
いる。保護者も子どもと十分なコミュニ
ケーションがとれず、なかなか進路決定
できない生徒もいる。

○学力を上げることで志望先に到達でき
るような指導が基本だが、多様化する入
試形態の対応もできるように準備をして
いかなければならない。土台となる基礎
学力の定着を図り、大学全入時代におい
て安易な進路選択ではなく、確固たる信
念を持った進路実現をさせていく必要が
ある。
○部活動を通して得られる充実感や成果
に価値を見い出し、今後さらに生徒・保
護者に向けて両立の重要性や学校全体で
発信していくことが必要である。また、
両立方法についても具体的な方策を生徒
や保護者に提示し、タイムマネジメント
力を身につけていく指導にもつなげてい
きたい。

活
動
計
画

(4)

将来、社会
において活
躍しうる脇
高生の育成

評
価
指
標

Ａ

○生徒会や学校祭実行委員を中心に部活
動部員とも協力しながら活動することが
できたが、生徒の意見をもっと取り入れ
て欲しいとの要望もある。次年度はさら
にブラッシュアップさせたい。
○身だしなみやあいさつに関しては、生
徒の意識は向上している。しかし、登下
校時の交通マナーや公共の場での在り方
について、各所から意見が寄せられてお
り課題となっている。

活
動
計
画

活
動
計
画

(3)

○高校生として心身の成長や進路実現に
向けて、ボランティア活動等社会貢献の
意識が高まっている。特にJRC部や生徒会
が中心となって募金活動に取り組むな
ど、生徒はもちろん保護者の方々にもご
協力いただく活動も実施できた。今後生
徒全員が参加への意識を持てるような広
報や啓発活動を行っていきたい。

活
動
計
画

生徒保護者
が希望する
進路目標の
達成

(所見）
評価指標につい
て、12項目中達成
できたものが９項
目、達成できな
かったものが３項
目であった。

講演や面接時には
脇高手帳に大切な
ことを書き込むな
ど、有効に利用し
ている生徒が増加
している。
「道標」の活用と
SSH活動への取組
が志望分野探しに
役立っている。

進学実績について
は学校全体で協力
的に取り組めてお
り成果が出てい
る。

生徒会や脇高祭実
行委員が中心とな
り、学校行事にこ
れまでの経験を生
かしつつ積極的に
取り組むことがで
きた。
朝のあいさつ運動
は生徒主体にし
て、交通指導と併
せて実施できた。

探究活動では地方
自治体との連携を
深めて地域課題に
取り組むことで、
社会貢献に対する
意識の高まりがう
かがえる。

GTECを基本にほと
んどの生徒が外部
試験を受検してお
り、リスニングテ
ストやスピーキン
グテストの実施と
合わせて、英語４
技能（聞く、話
す、読む、書く）
をバランス良く育
成することができ
た。

【備考】「評価」及び「総合評価」の評定の基準　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：達成できなかった



1

「GTECや英検の受検、ALTとの授業に主体的に取り組んだ」
生徒の肯定的評価65%以上

生徒の肯定的評価は76.7%(-2.5)と目標値を上回り、英語外部
検定試験への積極的な姿勢が見られた。

2

「国際社会の様々な問題に興味・関心を持ち、書籍・イン
ターネット等を利用して調べている」生徒の肯定的評価が55%
以上

生徒の肯定的評価は63.1%(+2.5)で目標値を上回った。

1

生徒の英語学習への意欲を高め、GTECや英検の受検をすすめ
る。国際理解教育の充実をはかり、コミュニケーション能力
向上のためにリスニング、スピーキング、パフォーマンステ
ストを取り入れる。

GTECは１・２年生の全員、英検については２級153名、準２級
は57名が受検した。プレゼンテーションやインタビューテス
ト、ライティングテストなど、様々な形態のパフォーマンス
テストを充実させることにより、コミュニケーション力を伸
ばすための取組ができた。またALTを活用することによって、
活動の内容を深め効率を高めることができた。

2

書籍・インターネット等を活用し、異文化に関する知識と正
しい認識を持たせるとともに、グローバル化に柔軟に対応で
きる能力を育成する。

教科書の単元に関連する内容や、プレゼンテーション学習に
おいて、インターネット等を活用して必要な情報を取り入
れ、他者に伝えるよう努力できた。

2

高 い 志 を 持
ち、目標の実
現に向けて努
力し、将来、
社 会 の リ ー
ダーとして活
躍しうる生徒
を育成する。

評
価
指
標

Ａ

高等教育を受けて
ぜひ地元に戻って
ほしい。地元企業
と連携しながら持
続可能な体制を築
いてほしい。

地域連携の一つと
して、ＳＳＨの内
容などを小学生や
中学生に出前授業
という形で教える
機会や、近隣地域
への成果還元普及
として身近にサイ
エンスを感じる機
会を設定してほし
い。

SSH研究成果発表
会は回を重ねる毎
に良くなってい
る。成果や提案
は、学校関係者と
して生かしたい。
県西部の少子高齢
化や学区制撤廃、
公立学校の在り方
など今後検討する
必要性がある。

ＳＳＨの目標の一
つに、高い科学技
術を持った人材の
育成があるが、検
証可能な到達目標
の設定をワンラン
ク上げ、企画力の
推進を図っていた
だきたい。

社会貢献人材の育
成について、生徒
は地域ボランティ
アによく参加でき
ている。運営に携
わる、開発した商
品を販売するな
ど、より深い関わ
りができればさら
に良くなる。アン
トレプレナーシッ
プ教育を推進した
い。

(6)

グローバル
化に対応で
きる人材の
育成

○コミュニケーション力の向上を意識し
た取組が進んだ。生徒が積極的に英語で
表現する機会を増やすことによって、生
徒が自らの課題に気づき、向上心やモチ
ベーションを高めることができた。
○パフォーマンステストは実施・評価と
もにかなりの時間と労力が必要である。
ICTをより積極的に活用し、できる限り効
率化を図っていくことが課題である。
○学校外の活動にも積極的に参加し、外
国人や海外の文化に直接触れる機会を増
やしたり、調べ学習をする中で世界の出
来事に目を向け、国際的な視野を持つ人
材育成をしたい。

活
動
計
画

(所見）
評価指標につい
て、12項目中達成
できたものが９項
目、達成できな
かったものが３項
目であった。

講演や面接時には
脇高手帳に大切な
ことを書き込むな
ど、有効に利用し
ている生徒が増加
している。
「道標」の活用と
SSH活動への取組
が志望分野探しに
役立っている。

進学実績について
は学校全体で協力
的に取り組めてお
り成果が出てい
る。

生徒会や脇高祭実
行委員が中心とな
り、学校行事にこ
れまでの経験を生
かしつつ積極的に
取り組むことがで
きた。
朝のあいさつ運動
は生徒主体にし
て、交通指導と併
せて実施できた。

探究活動では地方
自治体との連携を
深めて地域課題に
取り組むことで、
社会貢献に対する
意識の高まりがう
かがえる。

GTECを基本にほと
んどの生徒が外部
試験を受検してお
り、リスニングテ
ストやスピーキン
グテストの実施と
合わせて、英語４
技能（聞く、話
す、読む、書く）
をバランス良く育
成することができ
た。

【備考】「評価」及び「総合評価」の評定の基準　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：達成できなかった



1

「清掃活動に積極的に取り組んでいる」生徒の肯定的評価85%
以上

生徒の肯定的評価は93.4％（+0.6）と目標数値を上回ること
ができた。

2

「防災訓練に、関心を持って積極的に参加している」生徒の
肯定的評価80%以上

生徒の肯定的評価は86.4％（+1.8）と目標数値を上回ること
ができた。

1

快適な環境で学習できるよう、清掃活動やゴミの分別に積極
的に取り組ませる。

ゴミの分別は十分できており、教室内の環境整備にも努めて
いる。また、各学年で学校周辺の清掃活動を行っている。

2

高校生防災士を活用して、参加体験型訓練など体験を重視し
た活動を取り入れ、防災に対する関心を高め、家庭でも学校
でも積極的に行動できるよう指導する。

避難訓練では避難経路の確認や防災に対する意識の向上に努
めた。３月の防災訓練は参加体験型として、煙体験避難訓練
や防災クラブ員がリーダーとなって消火訓練等を行う予定で
ある。

1
「ホームルーム活動や部活動を通して、自分自身が成長でき
ていると感じる」生徒の肯定的評価80%以上

肯定的評価は89.8%で目標値を上回った。

2
「授業や小論文・講演会などを通じ、社会的問題を主体的に
考える意識が高まった」生徒の肯定的評価80%以上

生徒の肯定的評価は83.7%(+0.3)となり、目標を達成できた。

1

ホームルーム活動や部活動を通して、集団の中での役割や立
場を理解し、仲間と協力して目標に向かって努力できる生徒
を育成する。

協働的な雰囲気の中でそれぞれが目標を持って活動に取り組
めており、生徒の成長に繋がる機会となっている。

2

主権者教育年間計画表に従い、主権者意識を高めるための授
業、ホームルーム活動、総合的な探究の時間、学校行事を実
施する。

教科学習や探究活動において協働性を育んだ他、「民主クエ
スト」や３年生の年金講座を通して、社会の一員としての自
覚や主権者意識を高める取組を行った。

1

「交通安全・交通マナーについて、日ごろから十分意識し、
守っている」生徒の肯定的評価90%以上
交通事故等を昨年度より減少させる。

肯定的評価は94.8%で目標は上回ったが、交通事故は10件を超
えて起こっている。

2

「携帯電話やスマートフォンは利用時間を意識している」生
徒および保護者の肯定的評価80%以上
「携帯電話やスマートフォンはルール・マナーを意識して使
用している」生徒および保護者の肯定的評価80%以上

利用時間に関しては目標を下回った。ルール・マナーの意識
については肯定的評価の目標は上回ったが、指導を要する場
面もある。

1

バイクの安全運転実技講習会を開き、車体検査を行う。ま
た、登校指導を毎月行うなど、交通安全教育を徹底する。

実施することができた。

2

個人面談や家庭及び関係機関との連携を行い、情報モラルを
身につけさせるとともに、携帯電話やスマートフォンの利用
時間やルール・マナーを意識して使用させる。

スマートフォン安全教室の実施や、集会時での声かけ等を積
極的に行うことができた。

1

「子どもは学校から発信された健康情報などを参考にして、
自分の健康や生活に気をつけた生活をしている」保護者の肯
定的評価70%以上
「掲示物などを通じて、時候や生徒の生活状況に応じた効果
的な指導ができている」教職員の肯定的評価90%以上

保護者の肯定的評価73.5％、教職員の肯定的評価95.5％と目
標値を上回ることができた。

2
「緊急時に救急措置(AEDを含む)をすることができる」教職員
100%

教職員の肯定的評価は100％であった。

1
時節や生徒の生活状況に応じて保健だよりを定期的・臨時的
に発行するなど、効果的な保健指導を行う。

保健だよりは発行が少なかった。

2
教職員に加え生徒への救急法講習会を実施するなど、校内救
急体制の充実に努める。普通救命講習会(年１回実施)

生徒の普通救命講習会には21名の生徒が参加した。

1

「悩みや不安を親身に聞いてくれる先生や友だちがいる」生
徒の肯定的評価90%以上
「先生は保護者や子どもの相談に誠実に対応してくれてい
る」保護者肯定的評価85%以上
「自己理解調査や職員研修を活かし、学級や部活動などで生
徒の居場所づくりに努めることができた」「悩みや不安など
の困り感を抱えた生徒に対して、組織として迅速かつ臨機応
変な対応ができるように努めた」教職員の肯定的評価90%以上

生徒の肯定的評価は94.3%、保護者の肯定的評価90.4%、「自
己理解調査や職員研修を活かし、学級や部活動などで生徒の
居場所づくりに努めることができた」の教員の肯定的評価は
97.7%、「悩みや不安などの困り感を抱えた生徒に対して、組
織として迅速かつ臨機応変な対応ができるように努めた」の
教員の肯定的評価 95.5%でほぼ目標を達成することができ
た。

2
「生徒が安心して過ごせる教室や部活動の環境整備、授業づ
くりの工夫ができた」教職員の肯定的評価90%以上

教員の肯定的評価は100%で目標を達成することができた。

1

悩みや不安など、様々な困り感を抱えていながらも言い出せ
ない生徒がいることを常に意識し、生徒が相談しやすい環境
づくりと誠実な対応に努める。

特別支援教育についての職員研修を実施した。配慮を要する
生徒が増えているなか、職員間の連携を図り、生徒への適切
な対応を学ぶ機会となった。

2

担任をはじめ教科担任や部活動顧問、関係機関とも連携し、
生徒が安心して学校生活を送れるよう工夫し、組織として、
迅速かつ臨機応変な対応に努める。

不登校や悩みのある生徒について、保護者と連携しスクール
カウンセラーの利用や医療機関の受診を勧めるなど、関係機
関とも連携し迅速な対応ができた。

○協働的な雰囲気の中でホームルーム活
動が行われている。集団への所属意識を
高め、さらにその中で自分の果たす役割
を常に考えさせ、生徒の主体的な活動を
進めていきたい。

○生活習慣や食生活をはじめ、感染症対
策も日常となり、健康情報に関しては生
徒自身が行動判断するための正しい判断
材料を提供していく必要がある。精神保
健に関しても医師や保健師等専門家の講
演会を企画する予定である。

活
動
計
画

(5)
教育相談及
び特別支援
教育の充実

評
価
指
標

Ａ

○細やかな面談を通して生徒の状態を把
握し、担任・学年・部活動顧問等で連携
しながら生徒の悩みに迅速に対応してい
く。

○学校行事等を考慮しながら、生徒や保
護者がカウンセリングを利用しやすい環
境作りに努めたい。

○悩みや不安を言語化し、周囲に相談す
ることが苦手な生徒が増えている。生徒
が安心して自己開示できる環境づくり
と、適切な支援が課題である。

活
動
計
画

(3)

基本的生活
習慣の育
成、安全教
育の推進

評
価
指
標

Ｂ

○朝のHRや集会などを通して交通安全や
交通マナーについて周知を徹底したが、
自転車の通行マナーや公共の場における
マナーに関して苦情が寄せられており課
題がある。またヘルメットの着用率の向
上も求められる。
○携帯電話やスマートフォンをルールや
マナーを意識して使用しているという生
徒の割合は高い。しかし、依然としてSNS
でのトラブルなどが発生しており、使用
に関しては注意喚起を行っていく必要性
がある。また、利用時間に関しても指導
を行っていきたい。

活
動
計
画

(4)
保健指導の
充実

活
動
計
画

評
価
指
標

Ｂ

スマートフォンを
家庭学習にも上手
に利用してほし
い。ＡＩによる問
題作成、解答の解
説、学習動画の効
果的な活用などポ
ジティブに利用し
てもらいたい。

3

自己有用感や
自己肯定感を
育み、仲間と
協働できる豊
か な 心 を 持
ち、公共心と
社会性を備え
た、たくまし
い生徒を育成
する。

(1)

環境美化・
防災に対す
る意識の向
上

評
価
指
標

Ａ

活
動
計
画

(2)
集団や社会
の一員とし
て協力

評
価
指
標

Ａ

(所見）
評価指標につい
て、14項目中達成
できたものが12項
目、達成できな
かったものが２項
目であった。

関係機関と連携
し、また実施形態
を工夫しながら避
難訓練を実施し、
防災意識の向上に
努めており、成果
がでている。

美馬警察署と連携
し、街頭でのハイ
スクールDJポリス
活動や自転車ヘル
メット着用推進
キャンペーンを実
施するなど交通安
全への呼びかけを
創意工夫しながら
実施した。
　
携帯電話やスマー
トフォンの利用に
関する意識は高
い。しかし利用時
間については長時
間にわたってお
り、生徒の自覚を
促すとともに保護
者の理解と協力を
求めていく必要が
ある。

悩みや不安を抱え
た生徒や保護者か
らの相談に誠実に
対応し、スクール
カウンセラーによ
るカウンセリング
を定期的に実施
し、必要に応じて
関係機関と連携で
きており、生徒・
保護者の満足度も
高い。

生徒の人権学習
ホームルーム活動
に対する評価が高
く、日常生活にお
いて人権を尊重し
ようとする姿勢が
見受けられる。
「脇高人権の日」
の運営についても
身近な人権問題を
テーマに取り上
げ、主体的・対話
的な学びの実現に
つながった。

○環境美化については、学校内外でゴミ
の分別や環境整備に今後とも取り組んで
いきたい。また、学期に１回の学校近く
の大谷川周辺の清掃活動も継続していき
たい。
○防災については、引き続き避難訓練やJ
アラートでの訓練を通して生徒に意識付
けをしていき自ら行動できるようになっ
てもらいたい。また、高校生防災士の受
講生を確保して生徒たちが防災に対して
の知識を得ていざという時にリーダーと
なって行動できるようになってもらいた
い。

Ａ

【備考】「評価」及び「総合評価」の評定の基準　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：達成できなかった



1

「人権問題について学んだことを、日常生活に活かそうとし
ている」生徒の肯定的評価85%以上
「子どもが学校で人権問題について学んだことを、家庭で話
し合う機会がある」保護者の肯定的評価45％以上

生徒の肯定的評価は91.2％で、目標を達成することができ
た。保護者の肯定的評価については51.3%で目標を達成するこ
とができた。

2

「人権学習ホームルーム活動は充実している」生徒の肯定的
評価85%以上
「すべての教育活動の中で、人権に配慮した指導ができてい
る」教職員の肯定的評価95％以上

生徒の肯定的評価は92.1％で目標を達成することができた。
教職員の肯定的評価は95.5％で高い評価となった。

1

人権問題をより身近なものとして捉え、実践的態度につなげ
るために、人権委員が主体となり「脇高人権の日」のテーマ
設定や資料づくりを行う。また、その日のテーマを家庭でも
共有し、広がりある人権教育に結びつける。

「脇高人権の日」のテーマ設定や資料づくりを１・２年生の
人権委員が１～２クラスずつで担当した。高校生の視点を取
り入れたテーマで、主体的に資料作成に取り組む姿勢が見ら
れた。「人権の日だから語る会」への人権委員・人権同好会
「虹」の生徒以外の参加者が、昨年より1.5～２倍に増えた。

2

 生徒の実態に合わせてホームルーム活動で扱うテーマを再構
成するとともに、各学年で指導案や資料を十分に検討し、生
徒の主体的な活動を積極的に取り入れる。また、多くの教員
が指導に関われるように工夫する。これらの活動を柱に、す
べての教育活動の中で人権に配慮した指導の実現を図る。

人権ホームルーム活動の指導案や資料の準備に関して、各学
年の担当者を中心に十分に検討して進めることができた。全
15クラスで副担任がホームルーム活動を行う機会を持つな
ど、多くの教員が指導に関わることができた。

1
「修学旅行・文化祭などの学校行事を通して、芸術や文化活
動に積極的に取り組んだ」生徒の肯定的評価80%以上

肯定的評価は93.2%で目標値を上回った。

2

「普段から読書に親しんだり、NewsPicksや新聞等の社会的な
ニュース記事を読んだりするように心がけている」生徒の肯
定的評価65%以上
図書館利用者数の増加

「普段から読書に親しんだり、NewsPicksや新聞等の社会的な
ニュース記事を読んだりするように心がけている」生徒の肯
定的評価は55.2％で目標を下回った。

1

修学旅行・文化祭などの学校行事の中で芸術や文化に触れる
機会を設け、芸術・文化について理解を深めるとともに、豊
かな情操を養う。

修学旅行は計画通り実施することができ、１学年は万博での
校外学習を実施した。生徒は文化祭や文化部活動等、芸術や
文化に触れる機会を積極的に持とうとしていた。

2

読書推進週間を設け、図書館だよりの充実や読書の推進を図
る。

図書館だよりの充実や館内の展示の工夫などを通して、読書
推進に向けての広報活動を継続して行うことができた。

1

「業務の効率化や会議の縮減等の業務改善に取り組んでい
る」教職員の肯定的評価80%以上

教員の肯定的評価は76.7％で、目標達成まであと一歩である
ものの、昨年度より13％上昇するなど改善の兆しがある。

2

時間外勤務時間が、年平均で月45時間以内 一人当たりの時間外勤務時間の月平均は、昨年度に続き目標
を達成できた。令和７年度は43時間57分であった。

1

日常業務の効率化を図るとともに、会議の精選や会議時間の
短縮を推進する。

補習実施日の検討、模試の日程変更など引き続き業務縮減に
努めた。また会議では、ペーパーレス化を実施し、プリント
アウトなどの手間の削減、情報漏洩リスクの低減等を図って
いる。

2

勤務時間を意識した働き方を推進するとともに、週末の部活
動等についても計画的に時間短縮に努める。

学校の部活動に係る活動方針を策定し、適切な運営のための
体制整備や休養日を定めた。一方、進路指導は放課後の個別
指導に時間を費やす場面が多くあり、教員や生徒の負担に十
分配慮しつつ、持続可能な活動環境を整備する必要がある。

スマートフォンを
家庭学習にも上手
に利用してほし
い。ＡＩによる問
題作成、解答の解
説、学習動画の効
果的な活用などポ
ジティブに利用し
てもらいたい。

(7)

感性豊か
で、調和の
とれた人間
性の育成

評
価
指
標

Ｂ

4

働き方改革に
取り組み、教
職員のワーク
ライフバラン
スを推進す
る。

(1)
業務改善と
意識改革

評
価
指
標

Ｂ

3

自己有用感や
自己肯定感を
育み、仲間と
協働できる豊
か な 心 を 持
ち、公共心と
社会性を備え
た、たくまし
い生徒を育成
する。

(6)

修学旅行は計画通
り実施することが
できた。文化祭は
保護者への公開を
実施することがで
き、生徒の活躍す
る場を広めること
ができた。ミライ
文化祭の開催も決
定しており芸術や
文化に触れる機会
を提供できた。

活
動
計
画

人権教育の
推進

評
価
指
標

Ａ

○生徒が人権問題についての学びを、
日々の生活に反映させられるよう、身近
な内容を取り上げたり、より一層家庭と
の連携を図るなど工夫したい。

○「人権の日だから語る会」への参加者
数を増やすことができた。さらなる広報
活動に努め、気軽に参加できる会となる
よう努める。家庭への広報活動について
も、活動の様子をホームページに公開す
る、また人権資料は家庭に持ち帰り、家
族で話し合うきっかけとなるよう工夫す
る。

○人権学習ホームルーム活動について
は、引き続き多くの教員が指導に関われ
るようにする。

活
動
計
画

１３０周年記念事
業についてさらな
る周知をお願いし
たい。広報活動に
おけるＳＮＳの活
用は、生徒が上手
な場合もある。

○報告や回覧、個別対応で可能な会議等
を削減するなど業務縮減に努める。
○各分掌間で連携して行事の精選や見直
しを検討するとともに、課員個々が担当
する業務量を勘案して業務分担を見直す
など、業務の平準化に努める。
○学期末考査後の日程や長期休業中の補
習の在り方について検討する。
○生徒個別の進路指導について組織的・
計画的に行うよう更に努める。
○部活動については、毎月の活動計画に
基づき実施するとともに適切な休養日を
設ける。

活
動
計
画

業務改善と意識改
革を図るために
は、教職員一人ひ
とりがこれまで当
たり前としてきた
考え方や態度、行
動パターンを見直
し、新たな価値観
や習慣を身に付け
る必要がある。

Ｂ

○学校行事において芸術や文化に触れる
機会は多い。今後も創意工夫し、積極的
な取組ができるようにしていきたい。
〇本や新聞等を読んで、自己を取り巻く
社会の諸課題について知り、考える姿勢
を養うことの重要性について、継続して
広報していく必要がある。また、図書館
だよりの充実についても工夫していく必
要がある。

【備考】「評価」及び「総合評価」の評定の基準　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：達成できなかった


